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FHG」として復活。以来、 1 年間に 3 回、うち
1 回は海外へ、「野外巡検」（現地講義・討議
を伴うエクスカーション）を実施してきた、
という。実に息の長い活動歴である。
さらに同会について特筆すべきは、「野外巡
検」のたびごとに、訪れる場所に関連する分
野の専門家によってレジュメが事前に作成さ
れ、巡検修了後には参加者による文集が編ま
れてきたという点にある。本書は、過去 10 年
間にわたって 13カ国を「野外巡検」してきた
「ニュー FHG」の活動の成果を集大成したも
のである。しかし、同好の会にありがちな、
会員だけしか共有できない内向きの記録集で
はなく、その東奔西走地球巡歩的活動記録の
一端を、地理同好者による「世界地誌小品集」
のかたちで不特定多数の会員外の人たちにも
供しようとしたものである。だからこそ
「ニュー FHG」の会員でなくとも「読める」
のである。
惜しむらくは、本書の執筆者のほとんどが
教員であった、という点である。教育･研究分
野以外の、あるいは学術的文章を執筆するこ
とに余り縁のない会員諸氏の執筆も含まれて
しかるべきではなかったか。そうした人々の
「心象地理的エッセイ」も交えられていたら、
「野外巡検」の醍醐味や効能が、広く読者に伝
えられたのではないかと思う。なお余計なこ
とを言えば、「野外歴史地理研究会」の連絡先
が記されていないのは残念である。本書に感
化され、同会への入会を希望する読者がいる
かもしれないのに…。
ともあれ、「ニュー FHG」が本書をもって
最後の活動成果公刊とすることなく、さらに
アフリカ、南米、中央アジアなどにも足跡を
残され、続編、続々編を刊行されることを期
待したい。
（立命館大学文学部　藤巻正己　記）
